
厚生労働科学研究費補助金（難治性疾患政策研究事業） 
（分担）研究報告書 

 

化学物質過敏症候群患者の中枢感作検証 
 

研究分担者 坂部貢 千葉大学予防医学センター 
 

研究要旨 

【研究目的】 

様々な中枢神経への不快な外部刺激の繰り返しにより、中枢神経が感作され、痛みの増強や

広範囲の慢性難治性の疼痛をはじめとする、様々な身体症状や精神症状が引き起こされる病態

を中枢性感作症候群（CSS）というが、その中には様々な病態が存在しており、その中でも、

頭痛、慢性疼痛、うつ病、不安発作もしくはパニック発作、過敏性腸症候群、アレルギー疾患、

シックハウス症候群、その他の環境過敏症（電磁波、低周波音など物理的要因）、更年期障害、

脳脊髄液減少症、筋線維痛、慢性疲労症候群などは化学物質過敏症（CS）に高頻度で合併する

ことを経験している。我々はこれまでに化学物質過敏症について注目し研究を行ってきた。そ

こで、本研究班では、化学物質過敏症の症状の疾患概念と疫学的特徴の最新動向を明らかにす

ることを目的としている。 

【研究結果・考察】 

結果：令和 4 年度は、CS 症状有訴者の症例について調査し、症状出現の契機（要因）に関する

最新動向について調査した。その結果、約７０％の有訴者の契機が、柔軟剤、洗剤、除菌剤等

に含まれる香料の香り（臭気）であることがわかった。 

さらに、CS症状を訴える集団の脳科学的解析に関する最新の研究報告を調査し、

CS 有訴者に認められる脳科学的な共通点について検討した結果、有訴者では、

前頭前野の活動が、非有訴者と比して高いこと、大脳辺縁系を構成する神経核群

のネットワークについても同様の傾向が見られた。 

考察：今回の調査では、柔軟剤と含まれる香料の香りと症状出現に強い相関性があり、嗅覚に

関する神経路を通して、高位中枢の活動、特に情動反応に関する活動を強く惹起することがわ

かった、よって、個人及び集団における生活衛生上の対策を立てる上で、香料の使用は十分に

考慮される必要性があると考えられた。 

      

Ａ．研究目的 

様々な中枢神経への不快な外部刺激の繰

り返しにより、中枢神経が感作され、痛み

の増強や広範囲の慢性難治性の疼痛をはじ

めとする、様々な身体症状や精神症状が引

き起こされる病態を中枢性感作症候群（CSS）

というが、その中には様々な病態が存在し

ており、その中でも、頭痛、慢性疼痛、う

つ病、不安発作もしくはパニック発作、過

敏性腸症候群、アレルギー疾患、シックハ

ウス症候群、その他の環境過敏症（電磁波、

低周波音など物理的要因）、更年期障害、

脳脊髄液減少症、筋線維痛、慢性疲労症候

群などは化学物質過敏症に高頻度で合併す

ることを経験している。我々はこれまでに

化学物質過敏症について注目し研究を行っ

てきた。そこで、本研究班における分担研

究では、化学物質過敏症の最新動向を明ら

かにすることを目的としている 

 

Ｂ．研究方法 

①今年度は、CS 症状を訴える患者の症状

出現に関する契機について調査した。 

②CS 症例における脳科学的解析に関する

最新の研究報告について調査した。 

③倫理的配慮 

本年度は、介入研究ではなく資料調査で

あり、臨床研究審査の対象には該当しなか

った。 

 

Ｃ．研究結果 

令和 4 年度は、CS 症状有訴者の症例に

ついて調査し、症状出現の契機（要因）に

関する最新動向について調査した。その結

果、約７０％の有訴者の契機が、柔軟剤、

洗剤、除菌剤等に含まれる香料の香り（臭

気）であることがわかった。さらに、CS 症

状を訴える集団の脳科学的解析に関する最

新の研究報告を調査し、CS 有訴者に認め

られる脳科学的な共通点について検討した
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結果、有訴者では、前頭前野の活動が、非

有訴者と比して高いこと、大脳辺縁系を構

成する神経核群のネットワークについても

同様の傾向が見られた。 

 

Ｄ．考察 

今回の調査では、柔軟剤と含まれ

る香料の香りと症状出現に強い相

関性があり、嗅覚に関する神経路を

通して、高位中枢の活動、特に情動

反応に関する活動を強く惹起する

ことがわかった。 

 

Ｅ．結論 

 個人及び集団における生活衛生上

の対策を立てる上で、香料の使用は

十分に考慮される必要性があると考

えられた。 
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